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喫
緊
の
課
題
で
あ
る
市
立
病
院

の
経
営
改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
市
立
病
院
の
役
割
と
あ
り
方
を
検

討
す
る
委
員
会
」
か
ら
の
提
言
の
も

と
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
の

持
つ
特
性
や
優
位
性
を
活
か
し
な

が
ら
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

れ
が
自
ら
の
想
い
を
胸
に
、
豊
富

な
経
験
と
知
識
を
活
用
し
、
自
ら

の
持
て
る
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

日
々
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

懸
案
と
さ
れ
て
き
た
人
口
問
題

も
、
民
間
に
よ
る
大
型
宅
地
開
発

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
子
育
て
環
境
の
充
実
や
住
宅
支

援
な
ど
の
施
策
の
効
果
も
相
ま
っ

て
人
口
増
に
転
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
複
合
型
大
型
書
店
や
野

幌
駅
南
口
で
の
ホ
テ
ル
の
開
業
な

ど
、
民
間
投
資
を
誘
起
す
る
好
循

が
転
出
を
上
回
る
社
会
増
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
に
野
幌

駅
南
口
に
完
成
し
た
宿
泊
施
設
と

市
民
交
流
施
設
が
新
た
な
人
の
流

れ
を
創
出
し
、
ま
ち
の
活
気
と
交

流
人
口
の
さ
ら
な
る
増
加
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
い
よ
い
よ
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
陸
上
十
種
競
技
の
右
代

啓
祐
選
手
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界

選
手
権
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
連
覇
の

松
本
麻
佑
選
手
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
チ
ー

ム
な
ど
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と

環
が
ま
ち
づ
く
り
に
好
影
響
を
与

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
待

機
児
童
対
策
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
・
更
新
、
防
災
体
制
の
再
構

築
な
ど
、
緊
急
性
を
要
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
市
立
病
院
の
経
営
問

題
が
財
政
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
す
な
ど
、
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
真
摯
に
職

責
を
果
た
し
、
こ
れ
ら
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

現
在
、
市
議
会
で
は
、
交
渉
会

派
の
人
数
見
直
し
や
予
算
決
算
常

任
委
員
会
を
設
置
し
た
ほ
か
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
運

営
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
や
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
情

報
の
共
有
を
進
め
、
よ
り
市
民
に

開
か
れ
た
江
別
市
議
会
を
目
指
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
希
望
に
満
ち

た
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

の
交
流
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
勇

気
と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

を
進
め
る
と
と
も
に
、
２
月
に
は

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
が
市
内
で
も

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
大
会
を
盛

り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
都
市
宣
言
」
か
ら

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
健

康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
Ｅ-

リ
ズ

ム
や
野
菜
摂
取
の
推
進
に
加
え
、

働
き
方
に
も
つ
な
が
る
企
業
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
市
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

江
別
市
議
会
は
、
昨
年
４
月
の

市
議
会
議
員
選
挙
で
、
定
数
25
名

中
12
名
の
女
性
議
員
が
当
選
し
、

全
国
的
に
も
大
き
な
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
構
成
と
な
っ
た

議
会
に
お
い
て
も
、
議
員
そ
れ
ぞ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
市
政
各
般
に
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和

に
変
わ
り
、
新
た
な
時
代
の
節
目
を

迎
え
、
当
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
対
策
を
最
大
の
課
題
と
捉
え
て

策
定
し
た
、
第
６
次
総
合
計
画
「
え

べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
後

半
５
年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
の
も

と
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
を

進
め
、
年
少
人
口
を
中
心
に
転
入

江
別
市
長

三
好
　
昇

江
別
市
議
会
議
長

角
田
　
一

Tsunoda
Hajime

Miyoshi
Noboru

2広報えべつ2020.1

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

002.indd   2 2019/12/18   18:08:06



3 広報えべつ 2020.1

江別管工事業協同組合
  　　　　   （昭和59年3月6日設立）

組合設立以降、35 年にわたり市民のライ

フラインである上下水道を支えてこられま

した。また、道路などの美化・清掃奉仕活

動や市内保育所の水回り無料点検、緊急

貯水槽用上屋テントの市への寄贈、市の「こ

んにちは赤ちゃん事業」、「親と子の絵本事

業」への寄附などの地域貢献を行うほか、

北海道胆振東部地震などの災害時には、

給水支援活動に尽力されるなど、江別市

の災害支援に大きく貢献されています。

市政功労者

江別市貢献賞　社会貢献賞（民生福祉）

平成 3 年から7 期 28

年にわたり市議会議員

を務められ、この間、

江別市議会副議長、病

院改築調査特別委員会

委員長や経済建設常任

委員会委員長などを歴

任され、市の自治振興

に大きく貢献されまし

た。また、江別市監査委員や江別市社会福祉

審議会委員を歴任されるなど、幅広い分野に

おいて市勢の発展に尽力されました。

鈴
す ず き

木 眞
ま ゆ み

由美さん

　　　　　   　  （72 歳）

平成元年 10月から

平成 26 年 9月まで

の間、合わせて 22

年の永きにわたり江

別市景観委員会委員

を務められ、この間、

委員長代理、委員長

を歴任され、江別市

都市景観賞の選考、

江別市景観形成基本計画の策定など、江

別市の魅力あるまちづくりと、美しい都市

景観の創造のために尽力されました。

井
い ば た

端 明
あ き お

男さん

　　　　　  （70 歳）

特別褒章

江別ホタルの会
　　　　　　　　　　　 （昭和62年6月28日設立）

早苗別川に生息するヘイケボタルの生息環境

を守ろうと市民有志により結成され、川の水流

を調整し、幼虫の餌となるカワニナが繁殖しや

すくする「ホタル護岸工法」の導入を提唱するな

ど、河川環境づくりに取り組んできました。この

ほか、幼虫の放流、生育調査、親子向けホタル鑑

賞会などホタル増殖と観察体験の双方に力を

入れ、平成30年6月に環境保全活動功労者表彰

（知事感謝状）、令和元年6月に地域環境保全

功労者として環境大臣表彰を受賞されました。

江別市私立幼稚園連合会
　　　　　　　　　（昭和49年2月設立）

市内の私立幼稚園の振興を図るとともに、

相互の連携、協力により幼稚園教育の充

実、発展に寄与することを目的に結成され、

以来 45 年の永きにわたり、研修会を開催

するなど、江別市の幼児教育を支えてこら

れました。平成 27年度の子ども・子育て

支援新制度開始以降は、幼児教育のみな

らず認定こども園への移行や預かり保育の

充実を図るなど、市内の保育環境と子育て

支援の充実にも大きく貢献されています。

平成7年から平成 28

年まで21年の永きに

わたり、民生委員・児

童委員を務められ、

市民の立場に立った

助言、支援を行うなど、

市の民生福祉の向上

に大きく貢献されまし

た。また、江別市民生

委員児童委員連絡協議会監事、江別市介護

保険事業計画策定等委員会委員を歴任され、

幅広い分野で市勢の発展に寄与されました。

岡
お か

　トシさん

　　　　　 （70 歳）

平成 9 年から平成

28 年まで 19 年の

永きにわたり、民

生委員・児童委員

を務められ、市民

の立場に立った助

言、支援を行うな

ど、市の民生福祉

の向上に大きく貢

献されました。また、江別市芸能赤十字

奉仕団会計等を歴任され、市勢の発展に

寄与されました。

下
し も ぐ ち

口 公
き み よ

代さん

　　　　　    （70 歳）

令和元年度

永年にわたって江別市の振興と発展に

尽力された方や、経済、社会、文化な

どの興隆に寄与された方の努力と功績

をたたえ、表彰を行っています。

今年度は市政功労者２名、貢献賞に３

名、特別褒賞に３団体を表彰しました。

 総務部総務課 ☎ 381-1005

功績を

たたえて

平成 13 年から平成

28 年まで 15 年の永

きにわたり、民生委

員・児童委員を務めら

れ、市民の立場に立っ

た助言、支援を行う

など、市の民生福祉

の向上に大きく貢献

されました。また、江

別市消防団豊幌分団部長、江別市立学校学

校評議員を歴任され、幅広い分野で市勢の

発展に寄与されました。

堀
ほ り え

江 安
や す じ

次さん

　　　　　    （70 歳）
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